












はじめに 

Henoch-Schonlein(Anaphylactoid,血管性,アレルギー性)紫斑病は,皮膚・消化器および関

節症状を主徴とする疾患で,小児に多く,その病因について未だ十分に解明されていない。

この Henoch-Schonlein 紫斑病に合併する腎炎,すなわち紫斑病性腎炎は,二次性糸球体疾

患として大半は良好であるが,経過は一般に遷延し易く,慢性経過を示す例や急速に腎不全

まで進行する例もあり,また,成人の慢性腎不全の原因の 1 つともなり,重要な腎疾患の 1

つである 1),2)。 

今回,われわれは,紫斑病性腎炎で経時的腎生検をし得た症例について検討した。 


